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背 景背背 景景

○高精度な津波即時予測システム（緊急津波速報（仮称））の開発、地震像の解明等を行うため
の、ケーブル式観測網（地震計・水圧計）を日本海溝沿いに整備する。

○「房総沖」及び「三陸沖北部」は東北地方太平洋沖地震の震源域に隣接し、今後、大きな地震
が誘発されるおそれがあるため、特に早急に観測装置を設置する必要がある。

■平成24年度実施事業
－「房総沖」及び「三陸沖北部」に海底観測装置を設置、正確で迅速な地震・津波データの提供
－平成25年度以降に整備するケーブル・観測装置の開発・製造

高精度な津波即時予測

今後、大きな余震や誘発地震のおそれのある日本海
溝沿いにケーブル式観測網を整備し、地震・津波を観測
監視。

将来整備すべき観測網のイメージ将来整備すべき観測網のイメージ将来整備すべき観測網のイメージ

○緊急津波速報（仮称）の開発 ○東北地方の地震像の解明 ○地殻変動（垂直方向）の観測
○将来起きる地震の正確な予測 ○緊急地震速報の高度化（最大30秒程度早く検知） 等

平成24年度事業概要平成平成2424年度事業概要年度事業概要

緊急地震速報への活用

活用

活用

活用

期待される
成果

期待される期待される
成果成果

地震像の解明

海底観測網を整備

○東北地方太平洋沖では引き続き規模の大きな海溝型地震が発生し、今後も強い揺れや高い津波に見舞われるおそれがある。地震・
津波の観測網の整備及び正確な地震・津波情報の提供は、東北地方を地震・津波から守り、災害に強いまちづくりを進める上で極め
て重要。

○現行の津波警報は、主に陸上の地震計により津波の高さを推定しているため精度に限界。このため、海域の観測網により津波を直接
検知し、早期に正確な情報を提供することは、適切な防災・減災のために必要不可欠。

○東北地方太平洋沖で発生する詳細な地震像は明らかになっておらず、震源域に近い海域の観測網により、地震を連続観測して、精度
高く地震像を解明することは、将来の地震発生予測に貢献するとともに、復興過程における被災地の都市計画、防災計画に貢献。

平成２４年度に海底観測
装置を設置する海域

大規模な誘発地震の
発生懸念される海域

迅速かつ正確な
地震・津波データ東北地方太平洋沖

地震の震源域

ケーブル式海底観測装置
（地震計・水圧計）

日本海溝海底地震津波観測網の整備
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（b）津波予測技術の高度化
…、現在は地震発生後数分程度で津波予報警報が気象庁から発表されるが、地震計で得られるデータに基づく推定のため、その精度

は必ずしも良いとは言えない。緊急地震速報と同様な仕組みで、発生直後に震源に近い海域で観測された津波データを即時に利
用することが出来れば、津波即時予測の精度は格段に向上する。…

このため、基本目標として、
○海域で観測された津波データの即時利用や津波波源モデルの精緻化による津波予測技術の高度化
を設定する。
基本目標の達成に向けて、
・海域における津波観測網の整備
等を総合的に推進する。

２．横断的に取り組むべき重要事項
（１）基盤観測等の維持・整備
合成開口レーダーをはじめとする衛星観測技術や微小な海底地殻変動の検出に向けたGPS－音響測距方式による観測技術は、近年、
目覚ましい発展を遂げている。これらは、地震発生後の地殻変動に加え、地震発生に至る定常的な地殻変動を観測でき、今後の地震調
査研究の進展に大きく貢献すると期待されるため、解析技術の普及と向上のための取組を推進する。

●新たな地震調査研究の推進について（一部抜粋）【地震調査研究推進本部、平成21年4月21日】

第１章 我が国の地震調査研究をめぐる諸情勢
３．今後に向けた課題
…、人的被害の軽減に特に有効であると考えられる緊急地震速報については、推定震度の精度向上が求められており、陸海域のリアル
タイム地震観測網の強化及び即時震源域推定手法の開発等による予測技術高度化が重要な課題である。さらに、現行の津波予報警
報の第一報は専ら地震計データから求められた震源・マグニチュードに基づくため、その精度は必ずしも良いものではない。今後は、海
域で観測された津波データの即時利用等による津波予測手法の開発を進め、その精度を向上させていく必要がある。

第３章 今後推進すべき地震調査研究
１．当面１０年間に取り組むべき地震調査研究に関する基本目標
（１）海溝型地震を対象とした調査観測研究による地震発生予測及び地震動・津波予測の高精度化
②戦略的な防災・減災対策に資する取組
（a）地震動予測技術の高度化への基本目標として、
○震源破壊過程の即時推定技術及び各地域の特性に応じた強震動予測の高精度・高解像度化、並びにそれらの適用による緊急地

震速報の高度化
この達成に向けて、 海域を中心とした地震観測網の強化等を総合的に推進する。
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海域観測網のメリットについて

【緊急地震速報の高度化（地震動の早期検知）】
○現行では、海溝型地震が発生した場合は、地震動が沿岸に到達してから陸域の地震計に

より緊急地震速報のための計算を行っているが、海域の海底観測網（地震計・水圧計）を
整備することにより、震源にかなり近い海底地点で地震動の早期検知が可能となる。

○このような時間的裕度の向上は、国民の早期の避難行動や交通インフラ・工場等の早期停
止等による人的・物的被害軽減に寄与するもので、国民の命・財産を守る観点から極めて
有用である。

現行よりも最大30秒程度早い検知が可能に（沖合200kmで地震を検知した場合）

（東北地方太平洋沖地震の場合では、約10秒早い検知が可能）

現行よりも最大30秒程度早い検知が可能に（沖合200kmで地震を検知した場合）

（東北地方太平洋沖地震の場合では、約10秒早い検知が可能）

【津波に関する緊急速報の実現（津波の早期検知・速報）】
○現行では、海溝型地震が発生した場合、主に陸域の地震計により地震動を検知して津波

の高さを推測し、津波警報・注意報を発表しているが、陸域の地震計による推測のため精
度に限界（地域ブロック毎に津波の高さを段階的に表示）がある。また、沿岸域に設置され
たGPS波浪計によって実際の津波データ（津波高さ・波長等）を検知し、同報の数値を修正
しているが、沿岸域に到達する直前にしか検知できないという課題がある。

○海域の観測網（地震計・水圧計）を整備することにより、沖合で実際の津波を瞬時に直接検
知し、津波に関する精度の高い情報（連続的な津波波高、波長、進行方向、押し・引き等）
を国民にいち早く伝達することが可能となる。

現行の津波警報・注意報よりも精度の高い津波情報の取得が可能に。現行の津波警報・注意報よりも精度の高い津波情報の取得が可能に。
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海域への地震観測網の設
置によって、地震検知がど
れだけ早くできるか？
(a)陸上観測網のみ
(b)陸＋海
(c)（陸＋海）と（陸）の差

沖合の津波観測網の設置
によって、津波検知がどれ
だけ早くできるか？

(d) 陸上観測網のみ
(e) 陸＋海
(f)  （陸＋海）と（陸）の差

(a) (b) (c)

(d) (e) (f)
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ERI Off-Sanriku System

• Compact
• Low cost CS : Cabled Seismometer

（＋Tsunami-meter）

UTUT--OBCS:OBCS: Ocean Bottom Cable SystemOcean Bottom Cable System
インライン型海底観測網

日本海（粟島近海）に４地震観測点のシステムを平成２２年に
埋設設置し，現在もトラブル無く観測中
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2010年7月8日 「海の
魅力と海の基礎Ⅰ」

自己浮上式海底地震計による
長期海底地震観測

・平成16年度
三陸沖北部（青森県沖）１８台

・平成17年度
根室沖３０台

・平成18年度
三陸沖北東部４２台
（えりも沖）

・平成19年度
三陸沖中部・三陸沖南部
海溝寄り

・平成20年度
福島県沖・茨城県沖

文部科学省委託研究

延べ189観測点延べ延べ189189観測点観測点

漁業との干渉のため，１０００ｍより
水深の浅い海域には地震観測点を配置
をできなかった。
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海底地すべりや乱泥流による海底
ケーブルの障害

ケーブル障害リスクの低減の観点

①海底地滑りや乱泥流：ケーブルルートの選定

②漁業との干渉：水深１５００ｍ以浅の海域で埋設

東北地方太平洋沖地震によるケーブル障害

白崎ら（２０１１）による
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１５４観測点（地震計と津波計を装備）１５４観測点（地震計と津波計を装備）

５海域のシステム
（２５観測点，３０ｋｍ間隔）

アウターライズのシステム
（２９観測点，４０ｋｍ間隔）

水深１５００ｍ以浅の海域では海底埋設

給電系
○両端給電（ケーブルの両端を陸揚げ）
○片側給電・海中アース
（地滑り等によるケーブル障害のリスク

低減のため、房総沖・茨城沖のシステムで
採用の可能性）

光伝送系
○双方向伝送による冗長性の確保

システムの概要
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3成分を2セット（冗長性の確保の観点と、緊急地震速報への利用の観点）
セットA：地震観測用 フルスケール ±１．５～２G 高感度・低感度
セットB：緊急地震速報用 フルスケール ±４G以上？（気象庁の検討待ち）

十勝沖、三陸沖、室戸沖、伊東沖、粟島沖のケーブルシステムの実績
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水圧計センサー： 2セットによる冗長性の確保

津波に関する緊急速報に対応
自己浮上式水圧計およびDONETで使用実績
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PARO加速度計
Quartz Seismic Sensors Inc.

測定レンジ ±２G（変更可能）
加速度周波数出力 30-40 kHz
温度周波数出力 172 ± 2 kHz

東京大学地震研究所鋸山観測壕で
評価試験中

水圧計と同じセンサーを利用した加速度計
観測帯域が広帯域であり、ジンバルを必要としない
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EarthLANによるデータ収録と流通
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日本海溝海底地震津波観測網の整備に関する体制について

（準備室の具体的業務内容）
・日本海溝海底地震津波観測網の整備に係る作業の統括
・地震・水圧データ処理手法の高度化
・津波高データ処理手法の高度化
・地殻変動データ処理手法の高度化
・地震計及び水圧計のモニタリング 等

平成２３年度 ７人 （専任職員１人、併任職員６人、役務０人）
平成２４年度 ２０人 （専任職員３人、併任職員６人、役務１１人）
平成２５年度 ２２人 （専任職員３人、併任職員６人、役務１３人）
平成２６年度 ２４人 （専任職員３人、併任職員６人、役務１５人）
平成２７年度以降 ２４人 （専任職員３人、併任職員６人、役務１５人）

＜海底地震・津波観測準備室の設置＞

＜海底地震・津波観測準備室の体制＞

（独）防災科学技術研究所に以下の業務を担当する「海底地震・津波観測準備室」を新たに設
置する。

海底地震・津波観測網整備推進（準備）室を平成２３年１１月１日に設置

15



震源分布（上）と東西断面図（下）

＋：速度型海底地震計
■：加速度型海底地震計

●：海底地震計で決めた震源
2008年5月6日0時～8日10時

●：対応する気象庁一元化震源
★：M7.0の本震とM6.4，M6.3の前震

（参考ｰ１）
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地震発生後20分地震発生後20分

最大隆起量：8.9 m
最大沈降量：‐2.2 m

予測結果 宮古・釜石‥10 m規模の津波を予測
大船渡‥4‐5 m規模の津波を予測

TM1, TM2にてピークを観測

観測 計算／予測

(15:06)

（対馬（２００３）による）
（参考ｰ２）
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